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≪公益社団法人日本複製権センターの概要≫

名 称 ：公益社団法人日本複製権センター（略称「JRRC」 ジェイ・アール・アール・シー）

Public Interest Incorporated Association Japan Reproduction Rights Center （JRRC）

所 在 地：東京都港区愛宕1-3-4 愛宕東洋ビル7階
設 立 ：1991(H3)年9月30日

（社団法人許可 1998(H10)年10月1日）

（著作権等管理事業者登録 2001(H13)年11月14日：登録番号第01008号）

（指定著作権等管理事業者指定 2002(H14)年3月7日）

（公益社団法人移行認定 2012(H24)年3月21日）

会員団体： 日本著作者団体連合 関係団体： 公益社団法人日本専門新聞協会

一般社団法人学術著作権協会 一般社団法人日本雑誌協会

             一般社団法人新聞著作権協議会 一般社団法人日本出版著作権協会

新聞、雑誌の記事、学術論文、小説、美術作品、写真、イラスト、漫画等の著作権
のうち複製権等を集中管理している公益団体
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JRRCについて



JRRCは新聞の他に雑誌、学術論文、小説、美術作品、写真、
イラスト、漫画等の管理も行っています。

●新聞： （一社）新聞著作権協議会（新著協*）加盟66紙（朝日・毎日・読売・
産経等、ほぼすべての地方紙）、日経4紙、専門新聞も30紙以上

* CCNP https://www.ccnp.jp/

●雑誌・書籍： 約10万点

●著作者： 約15,000人

JRRC著作物管理データベースで検索→ https://system.jrrc.or.jp/bibliography/search/
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中部経済新聞社は2023年度末をもって
新著協を退会したため、JRRCの許諾では
複製利用ができません。中部経済新聞社
のクリッピング契約をご利用ください。

https://www.ccnp.jp/
https://system.jrrc.or.jp/bibliography/search/


JRRCの事業について

JRRC
（管理事業者）

利用者権利者
（権利者団体）

利用許諾

使用料

使用料規程

権利委託

分 配

管理委託
契約約款

【管理委託範囲・利用許諾条件】
⑴日本の著作物であること
⑵次の目的での紙から紙への複写、ファクシミリ送信、電磁的複製であること
（②～④については選択的に委託することも可能）

①譲渡を目的としない複写（使用料規程：第2節記載）
②譲渡を目的とした複写及びその複製物の譲渡（使用料規程：第3節記載）
③ファクシミリ送信（使用料規程：第4節記載）
④譲渡を目的としない電磁的複製（使用料規程：第5節記載）

⑶対象範囲が少範囲・少部数・小規模であること
※出版物全体の30％または60頁のいずれか少ない方であり、紙への複写20部以内、電磁的複製30人までの共有であること。
（2025年4月1日より、紙への複写30部以内、電磁的複製40人までの共有に許諾範囲が拡大します。）
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「譲渡を目的としない」とは、組織内部
での利用（内部利用）を意味します。

利用目的が異なれば、各部課それ
ぞれが、ここにお示しした範囲内で
複製可能です。



JRRC
（管理事業者）

利用者

利用許諾

使用料

使用料規程

利用契約者数約2,650件（契約企業・団体数約5,500者）
※2024年3月31日現在（主な契約者は上場企業・官公庁・教育機関等）

ご契約者数は右肩上がりです。
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使用料総額推移

2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年単位：100万円

使用料総額 約766百万円（2023年度実績）
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JRRCの包括許諾契約はリーズナブルな価格設定です。
※少ないご負担で、全従業員が適法に複製いただけます。

●紙から電磁的複製を含む許諾： 従業員一人あたり年間265円
●紙から紙の複製の許諾のみ：  従業員一人あたり年間120円
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電磁的複製含む 複写のみ

標準単価 @265円 @120円

最低使用料 12,000円

従業員人数 電磁的複製を含む 複写のみ

（最低使用料） 45人まで 
 12,000円

100人まで
12,000円

300人 79,500円 36,000円

1,000人 265,000円 120,000円

5,000人 1,325,000円 600,000円

【年間使用料シミュレーション】
※標準単価にて算出（2025年度以降の適用単価）

【従業員一人あたりの標準単価】

使用料規程はhttps://jrrc.or.jp/aboutjrrc/disclosures/#a1
から確認いただけます。

年間利用許諾料（包括許諾・簡易方式の場合、2025年4月1日以降)
許諾期間：4月1日～翌年3月31日
（民間企業は研究費対売上費により標準単価が10％増減する場合あり。）

https://jrrc.or.jp/aboutjrrc/disclosures/#a1


組織内で新聞、雑誌、書籍等の著作物を複製していませんか？

次のような利用には権利者からの許諾が必要です⇒JRRCは権利者に代わり許諾を出す公益団体

・業務上の参考資料とするため、新聞等を複写する行為

・組織内で情報共有のために新聞等をコピーし回覧する行為※新聞の「クリッピングサービス」に該当の利用を除く

・新聞等をコピーし会議資料として利用する行為

・組織内のイントラネット上で新聞等のPDFを共有する行為

・テレワーク中に自宅にある新聞等を複製し、業務に活用する行為
                                                                                                                              etc.

業務目的で、新聞・雑誌等の記事又は書籍の一部分（以下「新聞等」という）を複製
して利用する際には、権利者の許諾が必要です。   
著作物の複製を主に行う部署（例：広報部門・秘書室等）に限らず、組織全体として

正しい著作物の利用ができているかどうか、いま一度ご確認ください。
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組織内での著作物の複製利用をご確認ください

知らないうちに組織内で著作権侵害が発生しているかもしれません・・・

10
（東京新聞2022年10月6日記事 利用許諾取得済）

①つくばエクスプレス
の運行会社が新聞
記事をスキャンして
社内LANに掲載して
いた著作権侵害事例
地裁判決の報道。
（2022年10月／
2023年6月8日に知財
高裁判決も出ている）

②松山市が愛媛新聞の
記事を許諾なくPDF
化して、ファイル
サーバー共有して
いた著作権侵害の
疑い事例の報道。
（ 2023年2月）

（愛媛新聞2023年2月17日記事利用許諾取得済）



②つくばエクスプレスの
運行会社の訴訟事例

スライドP10の地裁判決に続く知財高裁の判決

（日本経済新聞 電子版2023年6月8日
許諾番号 30093997 無断複製・転載禁止）
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JRRCの新サービス「クリッピング契約代行業務」

JRRCでは、利用者の皆様が新聞社と契約されている新聞
のクリッピング契約を代行するサービス業務を開始します。

この新サービスは、利用者の皆様宛の見積書作成から契約
締結、クリッピング料金の徴収までを一括してJRRCが代行
するものです。

JRRCが30年以上に亘って実施している複製物利用許諾契約
のノウハウを活かして、簡便にお手続きいただけます！



クリッピング契約代行業務のイメージは次のとおりです。

利用者様 JRRC 新聞社様

・見積書案作成
・見積書提出
・利用者との交渉
・契約案作成
（承諾書・契約書）

・料金収受
・料金支払

・見積書案の確認
・契約案の確認

・管理手数料の支払

①見積依頼

④見積書提出

⑤契約交渉・締結

⑧料金支払

⑥請求書発行

⑦料金支払

Web上で見積書入手
が可能になります。

契約までオンライン
上で対応可能です。

過年度契約情報は
契約者画面（ダッシュ
ボード）からいつでも確
認可能です。

②料金の照会

③料金の提示
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「クリッピング契約代行業務」のメリット①

初回に利用者様の情報を登録いただきますと、次回以降は、
専用の利用者（契約者）画面ですべての操作が可能となります。

利用者様の情報（ご担当者様の変更等）はいつでもオンライン
上で変更可能です。

過年度の契約情報も契約者画面からいつでも確認可能です。
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「クリッピング契約代行業務」のメリット②
≪お見積り時≫

各新聞社様がお見積りに必要な条件（サービスの種類・人数
等）を選択・入力いただくだけで見積書が入手できます。

お見積り条件に変更があれば、見積書の取り直しが可能です
（注：見積書は都度新聞社様のご確認を経て発行）。

見積書の日付も選択可能です。

見積書は税抜き表示が基本ですが、利用者様のご要望に
応じて税込み表示にも対応可能です。



17

「クリッピング契約代行業務」のメリット③
≪共同通信社オプション≫

共同通信社の配信記事も複製可能に！
これまでは著作権が各新聞社に帰属する記事のみが複製
可能でしたが、共同通信社の記事も複製可能になります。
本オプションにより、紙面のほとんどの記事が複製でき、さらに
便利かつ安心して複製利用いただけます。

手続きは簡単！チェックを入れるだけです。共同通信社への
別途申請等は不要です。
※オプションが不要な場合は申請時にチェックをはずしてください
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「クリッピング契約代行業務」のメリット④
≪契約時≫

ご契約は、基本的に利用者様からの契約のお申込みに対して、
JRRCが承諾書を発行することを以って成立となります。

別途、契約書の締結が必要な場合は、個別に対応させて
いただきます。
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「クリッピング契約代行業務」のメリット⑤
≪請求書発行時≫

請求書の発行希望日がご指定いただけます（承諾書の日付
以降となります）。

請求書はインボイス制度に対応しています。

請求書記載の支払い期限は、原則、請求書発行日の30日後
となりますが、官公庁の検収後の支払いに対応したご請求も
可能です（翌年度の5月10日までの支払期限の設定が可能）。
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「クリッピング契約代行業務」のメリット⑥

≪新聞社様との緊密な連携と利用者様への迅速な対応≫

新聞社様とJRRCはオンラインシステムを通じて、緊密に連携
していますので、新聞社様による見積書案や契約案のご確認
を円滑に行っていただけます。

利用者様からのご要望につきましては、オンラインシステムの
連絡用画面にご入力いただくことで承ります。

その他のご質問やご要望はお問合せ窓口でいつでも承ります。
オンラインシステムは適宜改修して参ります。



契約に関するご相談・ご質問につきましては、以下のお問合せ窓口からお願い致します。

電話でもメールでもどちらでも結構です。一般的な著作権に関するご相談も随時受付して
おります。

なお、官公庁の皆様向けの特設サイトもございます。→ https://jrrc.or.jp/kankocho/

また、各新聞社の問合せ先につきましては、 （一社）新聞著作権協議会（新著協）のWeb
サイト掲載の連絡先一覧をご覧ください。→ https://www.ccnp.jp/contact.htm
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JRRCご契約案内及びお問合せ窓口

JRRChttps://jrrc.or.jp/

公益社団法人日本複製権センター（JRRC）

事務局 契約担当
〒105-0002 東京都港区愛宕1-3-4愛宕東洋ビル7F
TEL: 03-6809-1281 Email: jrrc_info@jrrc.or.jp

https://jrrc.or.jp/kankocho/
https://www.ccnp.jp/contact.htm
https://jrrc.or.jp/
mailto:jrrc_info@jrrc.or.jp
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ご清聴ありがとうございました。
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